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○自ら単元の課題をつかむことができたか
身近な建物などの写某を概観し,理想化し
た立体模型を仲間分けすることにより,立体
の性質の一端や概略がとらえられると考えたo
lつの教師用立体模型を見ただけでは ｢先の
とがった形,箱のような形,ポールのような
形｣のような全体の形にしか目を向けないが,
一人一人が立体模型を自分の手でさわりなが
らの観察ができたので,｢よく範がる面があ
る｣といった面の特徴も気付くことができた｡
このようにして,子どもたちは立体の性質
の一端や概略をとらえてくるが,はっきり分
かったとはまだ言えないので ｢もっと詳しく
謝べたい｣とか,自分でも作りたいという欲
求から ｢作れるようになりたい｣という単元
の派題を自ら決めることができたと考えるD
O学習昔欲をかき立て,持続することができ
たか
｢もっと詳しく調べて,自分で作れるよう
になりたい｣という単元の練成を自分で決め
ているので,追究に必然性があり,学習も意
欲的であったと感じているDまた,その後の
展開にも書いているように,柱体の性質の追
究では単元の課題に振り返りながら1時間1
時間の課題を決め,意欲的に取り組むことが
できた｡さらに,錘体の性質を追死では,柱
体の学習を生かして自らその時間ごとの課題
を決め,より意欲的な取り組みができたとい
う感触を得ている｡
以上のことから,単元の課題づくりを重視
する指港を工夫することによって,自ら学ぶ
意欲は育てられると考える｡
(平成6年3月30日受理)
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